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平成30年９月25日 

各  位 

 

 

 

株式会社コンラックス松本の株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

当社は、平成 30 年９月 25 日開催の取締役会において、下記のとおり、株式会社コンラッ

クス松本の株式を取得し、子会社化することについて決議いたしましたので、お知らせいた

します。 

   

記 

 

１．株式の取得の理由 

当社は、ITS（高度道路交通システム）に係わる道路交通に関連した「情報収集」から「情

報処理」及び「情報提供」までを行う情報装置システムの開発、製造、販売を行っておりま

す。また、気象観測システム、LED 照明及び散光式警光灯等の販売も行っております。 

一方、対象会社である株式会社コンラックス松本は、GPS ソーラー式信号機、LED 標示機等

の開発設計、製造、販売を行っております。道路交通システム関連事業は、今後も、成長が

見込まれ、今回の株式取得を通じて同社を連結子会社とすることで、当社と同社が有する技

術力のシナジー効果が期待できることから、同社株式を取得することとしました。 

 

２．異動する子会社（株式会社コンラックス松本）の概要 

①名称 株式会社コンラックス松本 

②所在地 長野県安曇野市穂高 5252 番２ 

③代表者の役職・氏名 代表取締役社長 長久 修三 

④事業内容 GPS ソーラー式信号機・LED 標示機等の製造、販売 

⑤資本金 50,000,000 円 

⑥設立年月日 昭和 59 年 12 月 14 日 

⑦上場会社と当該会社 

との間の関係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

⑧当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 平成 27 年 12 月期 平成 28 年 12 月期 平成 29 年 12 月期 

純資産 316,916,760 円 336,635,050 円 383,393,707 円 

総資産 484,489,995 円 479,286,991 円 552,454,648 円 

１株当たり純資産 316,916.76 円 336,635.05 円 383,393.71 円 

売上高 488,791,370 円 426,652,765 円 493,258,411 円 

営業利益 50,563,987 円 29,216,817 円 69,480,173 円 

経常利益 52,021,719 円 30,365,492 円 64,148,088 円 

当期純利益 33,056,610 円 19,718,290 円 46,758,657 円 

１株当たり当期純利益 33,056.61 円 19,718.29 円 46,758.66 円 

１株当たり配当金 －円 －円 －円 

 

 

会 社 名 名 古 屋 電 機 工 業 株 式 会 社 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 服 部 高 明 

（ コ ー ド 番 号  ６ ７ ９ ７  名 証 第 二 部 ） 

問 合 せ 先 取 締 役 中 村 昭 秀 

（ＴＥＬ．  052－443－1111） 
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３. 株式取得の相手先の概要 

①名称 株式会社日本コンラックス 

②所在地 埼玉県坂戸市千代田５丁目３番８号 

③代表者の役職・氏名 代表取締役社長 竹田 清昭 

④事業内容 コインメカニズム及び自動販売機部品、紙幣鑑別機等の開

発、製造、販売 

⑤資本金 5,398,327,164 円 

⑥設立年月日 平成 13 年 10 月 10 日 

⑦上場会社と当該会社

との間の関係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者へ

の該当状況 
該当事項はありません。 

    

４. 取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

①異動前の所有株式数 0 株（議決権の数：0 個、所有割合：0.0%） 

②取得株式数 1,000 株（議決権の数：1,000 個） 

③取得価額 取得価格につきましては、株式譲渡先との合意により非公

表としております。なお、取得価格は第三者機関の評価算

定報告書を勘案し、双方協議の上、合理的な調整のもと算

定しております。 

④異動後の所有株式数 1,000 株（議決権の数：1,000 個、所有割合：100.0%） 

 

    ５. 日 程 

①取締役会決議日 平成 30 年９月 25 日 

②契約締結日 平成 30 年９月 25 日 

③株式譲渡実行日 平成 30 年 10 月１日（予定） 

 

６．今後の見通し 

当社の平成 31 年３月期連結業績に与える影響は現時点においては未定でありますが、

業績予想の修正など、開示すべき事項が生じた場合には、速やかに開示致します。 

 

以上 


